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で
求
め
ら
れ
て
い
る
〝
間
に
合
う
人
材
づ

く
り
〞
を
教
育
目
標
に
掲
げ
、
将
来
の
変

化
を
予
測
す
る
こ
と
が
困
難
な
時
代
の
中
、

新
し
い
時
代
に
必
要
な
資
質
・
能
力
を
育

成
す
る
こ
と
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
生

徒
の
心
身
の
成
長
の
糧
と
な
る
よ
う
、
一

年
を
通
じ
て
様
々
な
取
り
組

み
を
行
い
、
高
等
専
修
学
校

と
高
等
学
校
の
卒
業
証
書
が

同
時
に
取
得
で
き
、
在
学
中

に
実
務
に
役
立
つ
複
数
の
資

格
が
取
得
で
き
る
環
境
を
整

え
て
い
ま
す
。

　
「
職
業
教
育
」「
愛
情
教
育
」

の
理
念
の
も
と
で
、
生
徒
の

自
立
心
や
自
己
抑
制
力
、
豊

か
な
人
間
性
や
社
会
性
を
育

み
、実
務
に
係
る
最
新
知
識
・

技
術
・
技
能
を
身
に
つ
け
ら

れ
る
実
践
的
な
職
業
教
育
の

充
実
に
向
け
て
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

　

学
校
法
人
菊
武
学
園
は
、
地
域
に

根
差
し
た
学
校
づ
く
り
や
大
学
通
信

教
育
課
程
や
高
校
通
信
制
課
程
の
サ

ポ
ー
ト
施
設
の
展
開
な
ど
を
図
る
た

め
、
学
校
法
人
宮
野
学
園
（
愛
知
県

豊
橋
市
）
と
令
和
７
年
４
月
１
日
に

法
人
合
併
し
、
学
校
名
を
豊
橋
宮
野

ビ
ジ
ネ
ス
高
等
専
修
学
校
に
改
称
し

て
、
菊
武
学
園
の
姉
妹
校
に
な
り
ま

し
た
。

　

豊
橋
宮
野
ビ
ジ
ネ
ス
高
等
専
修
学

校
は
、
商
業
実
務
高
等
課
程
情
報
ビ

ジ
ネ
ス
科
（
３
年
制
・
男
女
共
学
70

名
）
を
設
置
し
、
豊
か
な
心
と
実
践

的
な
技
術
を
持
ち
、
社
会
に
貢
献
し

得
る
有
能
な
人
材
の
育
成
と
、
社
会

　

学
校
法
人
菊
武
学
園
は
、
学
校
を
取
り

巻
く
環
境
が
大
き
く
変
化
す
る
中
、
多
様

な
学
習
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た
め
、
通
信

教
育
の
質
の
確
保
・
向
上
に
向
け
た
取
組

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

菊
華
高
等
学
校
で
は
、
義
務
教
育
段
階

で
不
登
校
経
験
を
有
す
る
生
徒
が
年
々
増

加
し
、
通
信
制
高
校
に
通
う
生
徒
の
割
合

が
高
く
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
不
登
校

生
徒
に
対
す
る
学
習
機
会
を
確
保
す
る
た

め
、
令
和
４
年
度
よ
り
「
通
信
制
課
程
」

を
狭
域
通
信
制
か
ら
３
つ
以
上
の
都
道
府

県
か
ら
入
学
で
き
る
広
域
通
信
制
に
変
更

し
ま
し
た
。
単
位
制
普
通
科
で
は
、
自
分

の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
や
学
習
ペ
ー
ス
に
合

わ
せ
て
、
土
曜
日
の
ス
ク
ー
リ
ン
グ
（
面

接
指
導
）、
レ
ポ
ー
ト
（
添
削
指
導
）
と

テ
ス
ト
（
単
位
認
定
）
を
受
け
る
こ
と
で

卒
業
資
格
を
取
得
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

ま
た
、
名
古
屋
産
業
大
学
で
は
、
社
会

人
の
学
び
直
し
や
キ
ャ
リ
ア
・
ア
ッ
プ
な

ど
多
様
な
学
び
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た

め
、
令
和
７
年
度
に
現
代
ビ
ジ
ネ
ス
学
科

に
「
通
信
教
育
課
程
」
を
開
設
し
ま
し
た
。

い
つ
で
も
・
ど
こ
で
も
・
ど
の
よ
う
に
で

も
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
授
業
は
す

べ
て
オ
ン
ラ
イ
ン
・
オ
ン
デ
マ
ン
ド
で
行

い
、
通
学
不
要
な
学
び
方
で
卒
業
資
格
を

取
得
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
通
信
教
育

課
程
は
、
バ
ー
チ
ャ
ル
キ
ャ
ン
パ
ス
で
充

実
し
た
学
び
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

令
和
７
年
度
の
夏
は
例
年
に
な
い
猛
暑

日
が
続
き
ま
し
た
が
、
学
生
、
生
徒
、
園
児

の
皆
さ
ん
は
、
元
気
で
頑
張
っ
て
い
ま
す

か
。
保
護
者
の
皆
様
に
は
、
こ
れ
ま
で
と
変

わ
ら
ぬ
ご
支
援
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。
教
職
員
の
方
々
に
も
日
々
の
愛
情
教
育

の
ご
尽
力
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
は
、
去
年
の
イ
ン
ド
の
教
育
の
現
状

視
察
に
続
い
て
、
今
年
は
９
月
に
台
湾
に

あ
る
姉
妹
校
の
育
達
科
技
大
学
、
育
達
高

校
、
協
定
校
の
景
文
科
技
大
学
、
及
人
高

校
と
の
環
境
教
育
の
推
進
と
連
携
協
議
、

及
び
台
湾
の
教
育
の
現
状
の
視
察
を
し
て

ま
い
り
ま
し
た
。
台
湾
は
教
育
熱
心
な
国

で
あ
り
、
多
文
化
や
中
国
語
を
最
適
に
学

ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

台
湾
の
学
校
教
育
シ
ス
テ
ム
は
、
高
級

中
等
学
校
（
高
等
学
校
）
か
ら
「
普
通
教

育
」
と
「
技
術
お
よ
び
職
業
教
育
」
の
２

つ
に
大
別
さ
れ
ま
す
。
台
湾
で
は
４
年
制

の
学
士
課
程
を
持
つ
大
学
が
一
般
的
で
す

が
、
そ
の
他
に
科
学
技
術
系
や
理
工
系
、

Ｉ
Ｔ
系
の
専
門
教
育
を
行
う
科
技
大
学
な

ど
多
様
な
高
等
教
育
機
関
が
あ
り
ま
す
。

　

日
本
の
少
子
化
が
急
速
に
進
む
中
、
台

湾
で
も
近
年
少
子
化
が
急
速
に
進
行
し
て

お
り
、
特
に
高
等
教
育
機
関
に
お
け
る
学

生
者
数
が
減
少
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

大
学
進
学
率
は
非
常
に
高
い
水
準
に
あ

り
、
不
登
校
率
は
低
い
水
準
に
あ
り
ま
す
。

学
校
が
社
会
的
に
重
視
さ
れ
て
い
て
、
オ

ル
タ
ネ
イ
テ
ィ
ブ
教
育
や
ギ
フ
テ
ッ
ド
教

育
な
ど
特
別
な
支
援
を
含
む
多
様
な
教
育

シ
ス
テ
ム
が
充
実
し
て
い
る
こ
と
も
不
登

校
率
が
低
い
要
因
の
一
つ
で
す
。

　

ま
た
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
に
も
熱
心
で

「
キ
ャ
リ
ア
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
と
生
涯
学
習
」

が
国
民
の
「
十
大
基
本
能
力
」
の
一
つ
に

な
っ
て
お
り
、
９
年
間
の
義
務
教
育
で
一

貫
し
て
教
育
す
る
重
点
項
目
の
ひ
と
つ
に

位
置
付
け
ら
れ
、
小
学
校
か
ら
大
学
ま
で

一
貫
し
て
進
路
指
導
や
職
業
意
識
の
育
成

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
小
学
校
に
は
専
任

輔
導
教
師
と
呼
ば
れ
る
先
生
が
い
て
、

キ
ャ
リ
ア
教
育
を
担
当
し
て
い
る
こ
と
も

特
徴
で
す
。

　

９
月
後
半
に
は
、
愛
知
県
の
私
学
代
表

で
、
フ
ィ
ジ
ー
共
和
国
の
教
育
視
察
に
も

行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
フ
ィ
ジ
ー
の
空

港
に
到
着
す
る
と
、生
演
奏
で
歓
迎
さ
れ
、

「
Ｂ
Ｕ
Ｒ
Ａ
」
と
知
ら
な
い
人
に
も
ニ
コ

ニ
コ
挨
拶
を
交
わ
し
て
く
れ
ま
し
た
。

フ
ィ
ジ
ー
は
「
世
界
一
幸
せ
な
国
」
と
言

わ
れ
て
お
り
、
綺
麗
な
海
、
自
然
豊
か
で

の
ん
び
り
し
て
お
り
、
人
も
大
変
穏
や
か

で
明
る
く
親
切
な
方
が
多
く
、
食
べ
物
も

美
味
し
く
、
物
価
も
安
く
、
治
安
も
良
く

安
全
な
環
境
で
英
語
や
異
文
化
を
学
ぶ
こ

と
が
で
き
ま
す
。
子
供
か
ら
大
人
ま
で
仲

良
く
ラ
グ
ビ
ー
を
楽
し
む
姿
も
印
象
的
で

し
た
。

　

フ
ィ
ジ
ー
で
は
、
高
校
受
験
の
選
択
科

目
に
木
工
、
農
業
、
製
図
、
秘
書
学
、
会

計
、
金
工
、
経
済
な
ど
の
科
目
が
あ
り
、

大
学
受
験
の
選
択
科
目
に
は
経
済
、
商

業
、
工
学
、
タ
イ
ピ
ン
グ
、
食
物
栄
養
、

製
図
、
会
計
、
農
業
、
木
工
、
被
服
、
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
、
速
記
な
ど
の
科
目
が
あ

り
ま
す
。
フ
ィ
ジ
ー
で
も
初
等
中
等
教
育

の
段
階
か
ら
キ
ャ
リ
ア
教
育
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。

　

菊
武
学
園
は
、建
学
の
精
神
で
あ
る「
職

業
教
育
を
と
お
し
て
社
会
で
活
躍
で
き
る

人
材
の
育
成
」
に
基
づ
き
、Ａ
Ｉ
を
大
い

に
活
用
し
て
地
域
社
会
や
グ
ロ
ー
バ
ル
社

会
で
活
躍
で
き
る
人
材
を
育
成
す
る
キ
ャ

リ
ア
教
育
で
地
域
社
会
に
貢
献
し
て
い
き

ま
す
。
少
子
化
に
負
け
ず
、
在
校
生
に
も

愛
情
を
注
ぎ
続
け
ま
す
。
今
後
と
も
変
わ

ら
ぬ
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

学
校
法
人
菊
武
学
園
理
事
長
　
高
木
弘
恵

学
校
法
人
菊
武
学
園
理
事
長
　
高
木
弘
恵

地
域
や
グ
ロ
ー
バ
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社
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で
活
躍
で
き
る

                                

人
材
育
成
を
目
指
し
て

地
域
や
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
で
活
躍
で
き
る

                                

人
材
育
成
を
目
指
し
て

ᝅ೛ܷ᣼⇹⇞⇳ス᭗ሁఄܖ̲ݦⅻఄڶڻ↚ᝅ೛ܷ᣼⇹⇞⇳ス᭗ሁఄܖ̲ݦⅻఄڶڻ↚

଺ˊ↝⇱∞⇠↚ࣖⅷ↺ᡫ̮૙Ꮛ↝Ϊܱ଺ˊ↝⇱∞⇠↚ࣖⅷ↺ᡫ̮૙Ꮛ↝Ϊܱ



ダンス部
全国大会入選
ダンス部

全国大会入選

励
ま
し
や
救
い
の
「
言
葉
」

を
種
に
見
立
て
、
私
た
ち
自

身
も
誰
か
の
心
に
大
切
な
言

葉
を
植
え
ら
れ
る
存
在
に
な

り
た
い
と
い
う
思
い
を
込
め

て
表
現
し
ま
し
た
。

　

出
場
し
た
部
員
は
、
他
校

と
比
べ
て
も
少
な
い
６
名
と

少
数
で
し
た
が
、
そ
の
分
、
作

品
の
探
究
や
構
成
、
そ
し
て

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
に
徹
底
的
に

取
り
組
み
ま
し
た
。「
観
て
く

だ
さ
る
方
の
心
に
届
く
作
品

に
し
た
い
」
と
い
う
願
い
を

胸
に
舞
台
に
立
ち
、
こ
の
よ

う
な
結
果
を
い
た
だ
け
た
こ

と
は
、
部
員
一
同
、
大
き
な

喜
び
で
あ
り
、
励
み
と
な
り

ま
し
た
。

　

ダ
ン
ス
部
は
今
年
の
夏
、
作
品

『
言
葉
を
植
え
た
人
』
で
、
神
戸

文
化
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
た
「
第

37
回
全
日
本
高
校
・
大
学
ダ
ン

ス
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
（
神
戸
）」
の

創
作
コ
ン
ク
ー
ル
部
門
（
高
校
）

に
お
い
て
入
選
、
愛
知
県
芸
術
劇

場
大
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
た
「
第

17
回
Ｎ
Ｆ
Ｃ
Ｃ
全
国
ハ
イ
ス
ク
ー

ル
ダ
ン
ス
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
」

に
お
い
て
優
勝
と
い
う
結
果
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

本
作
品
は
、
若
松
英
輔
氏
の
著

書
『
言
葉
を
植
え
た
人
』
を
も
と

に
創
作
し
た
も
の
で
、
こ
れ
ま
で

の
歩
み
の
中
で
受
け
取
っ
て
き
た

　

菊
華
高
等
学
校
で

は
、「Break the Limit

〜
ぶ
っ
と
べ
！
菊
華

は
超
元
気
特
区
〜
」

を
テ
ー
マ
に
、
９
月
26
日
、

27
日
に
文
化
祭
を
開
催
し

ま
し
た
。
初
の
２
日
間
開

催
と
な
り
、
ク
ラ
ス
出
し

物
や
模
擬
店
を
両
日
実
施

し
、
保
護
者
に
も
公
開
す

る
な
ど
、
学
校
全
体
が
一

体
と
な
っ
て
盛
り
上
が
り

ま
し
た
。
そ
し
て
、
本
年

度
は
個
性
豊
か
な
文
化
祭

を
カ
ラ
フ
ル
な
ジ
ェ
ッ
ト

風
船
で
表
現
し
、
全
校
生

徒
で
一
斉
に
青
空
へ
飛
ば

す
演
出
を
行
い
ま
し
た
。

　

運
営
は
生
徒
主
体
で
行

わ
れ
、
各
分
掌
が
横
断
的

に
連
携
し
な
が
ら
企
画
・

運
営
を
支
え
ま
し
た
。ゴ
ー

ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
明
け
か
ら

始
動
し
、
運
営
メ
ン
バ
ー

を
中
心
に
有
志
の
生
徒
も

加
わ
り
、
土
日
や
祝
日
に

も
協
力
し
て
制
作
物
を
作

り
上
げ
ま
し
た
。
暑
い
中

で
も
、
来
場
者
に
喜
ん
で

も
ら
お
う
と
汗
を
流
し
続

け
、
有
志
メ
ン
バ
ー
に
よ

る
ダ
ン
ス
な
ど
も
披
露
さ

れ
ま
し
た
。

　

そ
の
一
人
ひ
と
り
の
想

い
と
努
力
の
す
べ
て
が
、

菊
華
高
等
学
校
の
最
幸
の

〝
華
〞
と
し
て
咲
き
誇
っ
た

２
日
間
と
な
り
ま
し
た
。
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菊
華
高
等
学
校
と

菊
武
ビ
ジ
ネ
ス
専
門

学
校
の
生
徒
８
名
が
、

８
月
１
日
か
ら
８
月

４
日
ま
で
の
４
日
間
、

岩
手
県
釜
石
市
、
陸

前
高
田
市
を
訪
れ
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
い

ま
し
た
。
今
年
は
活
動
の
場

所
を
岩
手
県
釜
石
市
へ
と
変

更
し
、
津
波
で
大
き
な
被
害

を
受
け
た
旅
館
「
宝
来
館
」

で
、
現
地
の
岩
手
県
立
釜
石

高
等
学
校
の
生
徒
有
志
で
つ

く
る
防
災
・
復
興
活
動
グ

ル
ー
プ
「
夢
団
」
と
交
流
す

る
活
動
か
ら
始
ま
り
、
震
災

伝
承
施
設
「
い
の
ち
を
つ
な

ぐ
未
来
館
」
や
石
碑
「
津
波

記
憶
石
」
の
見
学
、
さ
ら
に

海
沿
い
の
鵜
住
居
小
学
校
と

釜
石
東
中
学
校
の
跡
地
か
ら

震
災
当
日
の
避
難
経
路
を
歩

き
ま
し
た
。
中
学
生
が
小
学

生
の
手
を
引
き
、
津
波
か
ら

必
死
で
坂
を
駆
け
上
が
り
、

高
台
に
逃
げ
た
と
い
う
お
話

を
聞
き
な
が
ら
歩
く
避
難
経

路
追
体
験
は
、
当
時
を
垣
間

見
る
貴
重
な
体
験
と
な
り
ま

し
た
。
ま
た
、
現
地
の
高
校

生
は
語
り
部
と
し
て
も
活
動

し
て
お
り
、
同
じ
高
校
生
が

語
る
震
災
体
験
に
参
加
し
た

メ
ン
バ
ー
は
と
て
も
刺
激
を

受
け
て
い
ま
し
た
。

　

３
泊
４
日
の
活
動
の
中
で

そ
れ
ぞ
れ
が
新
し
い
体
験
を

し
、
現
地
の
人
々
が
抱
く
想

い
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
素
晴
ら
し
い
経
験

を
重
ね
る
こ
と
が
で
き
た
夏

休
み
と
な
り
ま
し
た
。

　

本
校
生
徒
７
名
が
、
名
古

屋
産
業
大
学
現
代
ビ
ジ
ネ
ス

学
部
経
営
専
門
職
学
科
の
傍

嶋
則
之
特
任
教
授
に
よ
る
高

大
連
携
授
業
の
中
で
進
め
て

き
た
、
廃
棄
さ
れ
る
「
あ
い

ち
の
伝
統
野
菜
」
を
使
っ
た

商
品
開
発
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

愛
知
県
清
須
市
の
「
土
田
か

ぼ
ち
ゃ
」
と
、〝
お
い
し
い
紅

茶
日
本
一
の
ま
ち
〞
と
し
て

知
ら
れ
て
い
る
本
学
が
所
在

す
る
尾
張
旭
市
の
「
紅
茶
文

化
」
を
活
か
し
、
市
内
の
菓

子
店
協
力
の
も
と
、「
か
ぼ

ち
ゃ
と
紅
茶
の
水
ま
ん
じ
ゅ

う
」
を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。

　

こ
の
商
品
は
、
第
17
回
菊

武
夏
ま
つ
り
で
販
売
さ
れ
、

大
好
評
の
う
ち
に
完
売
し
ま

し
た
。
食
品
ロ
ス
と
い
う
課

題
解
決
に
挑
み
、
企
画
か
ら

販
売
ま
で
を
実
践
的
に
学
ぶ

貴
重
な
機
会
と
な
り
ま
し

た
。

᭗
ٻ
ᡲ
ઃ
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᫢
Լ
ロ
ス
Ъ
ถ
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ྂ

᭗
ٻ
ᡲ
ઃ
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᫢
Լ
ロ
ス
Ъ
ถ
↚
ᝡ
ྂ

菊͎ר੧学ׁ菊武ビ⑃⑘⑄ࢄ೧学ׁ

　

豊
橋
宮
野
ビ
ジ
ネ

ス
高
等
専
修
学
校
で

は
、
第
36
回
学
校
祭

が
10
月
25
日
、
盛
大

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

朝
早
く
か
ら
多
く
の

保
護
者
や
卒
業
生
が

訪
れ
、
校
内
は
熱
気

に
包
ま
れ
て
い
ま
し

た
。
メ
イ
ン
教
室
で

は
、
学
年
ご
と
に
制

作
し
た
動
画
の
発
表
や
、フ
ァ

ミ
コ
ン
（
ス
パ
ル
タ
ン
Ｘ
）

の
決
勝
戦
が
行
わ
れ
、
会
場

全
体
が
一
体
と
な
っ
て
盛
り

上
が
る
場
面
が
多
く
見
ら
れ

ま
し
た
。
そ
の
他
、
展
示
や

体
験
型
の
催
し
も
バ
ラ
エ
テ
ィ

豊
か
で
、
射
的
コ
ー
ナ
ー
や

ヨ
ー
ヨ
ー
釣
り
で
は
笑
顔
が

あ
ふ
れ
、
大
人
も
子
ど
も
も

目
を
輝
か
せ
て
い
ま
し
た
。

学
校
祭
は
、
本
校
の
教
育
活

動
の
集
大
成
と
も
い
え
る
行

事
で
、
今
回
は
生
徒
た
ち
が

自
ら
計
画
し
、
仲
間
と
力
を

合
わ
せ
て
作
り
上
げ
る
こ
と

の
尊
さ
を
改
め
て
学
ぶ
機
会

と
な
り
、
生
徒
た
ち
に
と
っ

て
思
い
出
に
残
る
素
敵
な
一

日
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
経

験
を
今
後
の
学
校
生
活
に
も

生
か
し
て
い
く
こ
と
を
期
待

し
て
い
ま
す
。

　

豊
橋
宮
野
ビ
ジ
ネ
ス
高
等

専
修
学
校
は
、
こ
れ
ま
で
以

上
に
地
域
に
根
差
し
た
学
校

づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。
皆
様
に
今
後
の
本

校
の
教
育
活
動
に
興
味
を

持
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い

で
す
。

౏ҢѪ೮ビ⑃⑘⑄ר੧ܢࢄ学ׁ

「
≕
≓
≕
≘
ܖ
校
ᅛ
」
᧏
͵

「
≕
≓
≕
≘
ܖ
校
ᅛ
」
᧏
͵

▶
カ
ラ
フ
ル
な
ジ
ェ
ッ
ト
風
船
　

▶
菊
武
夏
ま
つ
り
で
販
売

▶
学
校
祭
を
楽
し
む
生
徒

▲エンディングで挨拶する生徒会役員

▲ボランティア隊と震災語り部の方

▶
全
国
大
会
で
演
技
披
露
　



資金収支計算書

科　　　　　目 金　　　額
学生生徒等納付金収入 2,005,481
手数料収入 30,730
寄付金収入 2,994
補助金収入 935,916
付随事業 ･収益事業収入 17,390
受取利息・配当金収入 12,447
雑収入 30,261
前受金収入 484,471
その他の収入 48,678
資金収入調整勘定 △ 583,372
前年度繰越支払資金 2,085,107
収入の部合計 5,070,103
人件費支出 1,727,731
教育研究経費支出 561,067

235,771管理経費支出

104,780施設関係支出
62,433設備関係支出
122,056資産運用支出
179,884その他の支出

資金支出調整勘定 △ 64,600
翌年度繰越支払資金 2,090,699
支出の部合計 5,070,103

活動区分資金収支計算書

科　　　目 金　　額
学生生徒等納付金収入 2,005,481
手数料収入 30,730
寄付金収入 2,994
経常費等補助金収入 901,812
付随事業収入 17,390

管理経費支出 235,151

雑収入 30,021
教育活動資金収入計 2,988,429
人件費支出 1,727,731
教育研究経費支出 561,067

教育活動資金支出計 2,523,950
調整勘定等 △ 137,490
教育活動資金収支差額 326,988
施設整備等活動資金収入計 34,103
施設整備等活動資金支出計 287,213
調整勘定等 △ 9,442
施設整備等活動資金収支差額 △ 262,552
その他の活動資金収入計 15,555
その他の活動資金支出計 74,399
その他の活動資金収支差額
支払資金の増減額 5,592
前年度繰越支払資金 2,085,107
翌年度繰越支払資金 2,090,699

科　　　　目 金　　額
固定資産 12,609,319
　有形固定資産 10,119,752
　特定資産 2,422,056
　その他の固定資産 67,511
流動資産 2,329,302
　現金預金 2,090,699
　未収入金 64,753
　その他 173,850
資産の部合計 14,938,621

固定負債 457,157

退職給与引当金
67,967長期未払金
50,000長期借入金

339,190
流動負債 738,745

未払金 ※ 1 41,214
短期借入金 50,000

その他 647,531
負債の部合計 1,195,902

純資産の部
基本金 18,309,562
第 1 号基本金 18,068,562
第 2 号基本金 40,000
第 4 号基本金 201,000
繰越収支差額 △ 4,566,843
　翌年度繰越収支差額 △ 4,566,843
純資産の部合計 13,742,719
負債及び純資産の部合計 14,938,621

単位　千円

※ 1 の未払金には期末退職者退職金が 17,404千円含まれています。
※減価償却額の累計額の合計額 8,324,192千円

6

科　　　目 金　　額
学生生徒等納付金 2,005,481
手数料 30,830
寄付金 3,120
経常費等補助金 901,812
付随事業収入 17,390
雑収入 30,149
教育活動収入計 2,988,782
人件費 1,735,767
教育研究経費 810,165
管理経費 255,696
徴収不能額等 2,789
教育活動支出計 2,804,417
教育活動収支差額 184,365
教育活動外収入計 12,447
教育活動外支出計 281
教育活動外収支差額 12,166

特別支出計 2,635
特別収支差額 33,494

経常収支差額 196,531
特別収入計 36,129

基本金組入前当年度収支差額 230,025
基本金組入額合計 △ 89,309
当年度収支差額 140,716
前年度繰越収支差額 △ 4,707,559
翌年度繰越収支差額 △ 4,566,843

事業活動収支計算書 貸借対照表

△ 58,844

（令和6年4月1日～令和7年3月31日)

281借入金等利息支出
50,000借入金等返済支出

名
古
屋
ウ
ェ
デ
ィ

ン
グ
＆
フ
ラ
ワ
ー
・

ビ
ュ
ー
テ
ィ
学
院
は
、

こ
の
度
、
名
古
屋
市

が
実
施
す
る
「
ク

リ
ー
ン
パ
ー
ト
ナ
ー

制
度
」
に
お
い
て
、

「
大
曽
根
・
平
安
通

を
き
れ
い
に
す
る

会
」
の
団
体
名
で
、

「
ク
リ
ー
ン
パ
ー
ト

ナ
ー
功
労
表
彰
」
を

受
賞
し
ま
し
た
。
功

労
表
彰
は
、
長
年
に
わ
た
り

地
域
の
緑
化
や
美
化
活
動
に

積
極
的
に
取
り
組
み
、
ま
ち

の
緑
を
守
り
育
て
る
こ
と
に

大
き
く
貢
献
さ
れ
た
団
体
に

対
し
、
感
謝
状
が
贈
ら
れ
る

も
の
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
花
壇
の
整
備
や

植
栽
活
動
を
積
極
的
に
行
い
、

身
近
な
環
境
を
よ
り
豊
か
に

す
る
活
動
を
続
け
て
き
ま
し

た
。
今
回
の
受
賞
は
、
こ
う

し
た
活
動
に
日
々
真
剣
に
取

り
組
ん
で
き
た
学
生
達
一
人

一
人
の
頑
張
り
と
、
区
内
の

緑
化
や
美
化
を
目
指
し
て
協

力
し
な
が
ら
継
続
し
て
活
動

し
て
き
た
こ
と
が
評
価
さ
れ
、

こ
の
よ
う
な
形
で
実
を
結
ん

だ
こ
と
を
大
変
嬉
し
く
思
い

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
誰
も
が

心
地
よ
く
過
ご
せ
る
緑
豊
か

な
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
、

一
歩
ず
つ
活
動
を
積
み
重
ね

て
ま
い
り
ま
す
。

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
の
ブ

ラ
イ
ダ
ル
Ｄ
Ａ
Ｙ
で
は
、
華

や
か
な
ブ
ラ
イ
ダ
ル
シ
ョ
ー

が
本
校
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

短
時
間
で
行
わ
れ
る
ヘ
ア
チ
ェ

ン
ジ
は
、
ま
る
で
魔
法
の
よ

う
な
速
さ
で
行
わ
れ
、
高
校

生
の
皆
さ
ん
も
驚
い
た
様
子

で
し
た
。
和
園
子
先
生
の
プ

ロ
の
技
術
を
間
近
で
体
感
で

き
る
貴
重
な
機
会
と
な
り
、

将
来
の
進
路
を
考
え
る
上
で

大
き
な
刺
激
に
な
っ
た
よ
う

で
す
。

　

ト
ー
タ
ル
ビ
ュ
ー
テ
ィ
科

２
年
生
が
、
校
内
エ
ス
テ
サ

ロ
ン
を
期
間
限
定
で
オ
ー
プ

ン
し
ま
し
た
。
授
業
で
学
ん

で
き
た
接
客
や
エ
ス
テ
技
術

を
実
践
し
、
一
人
一
人
の
お

客
様
に
合
わ
せ
た
ベ
ス
ト
な

施
術
を
提
供
し
ま
し
た
。
学

生
だ
け
で
実
際
に
サ
ロ
ン
を

運
営
す
る
と
い
う
貴
重
な
経

験
は
、
学
生
に
と
っ
て
学
び

の
場
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
年
度
の
運
動
会

は
、「
笑
顔
か
が
や
く

運
動
会
」
を
テ
ー
マ

に
名
古
屋
産
業
大
学

の
体
育
館
で
行
い
ま
し
た
。

各
年
齢
ご
と
の
リ
ズ
ム
表
現
、

体
育
器
具
を
使
っ
て
の
競
技
、

リ
レ
ー
を
披
露
し
、
保
護
者

の
方
々
か
ら
大
き
な
拍
手
と

声
援
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

保
護
者
競
技
で
は
父
兄
の
張

り
切
る
姿
に
子
ど
も
達
は
大

盛
り
上
が
り
で
し
た
。ま
た
、

親
子
競
技
で
は
親
子
で
コ
ア

ラ
・
ぺ
ん
ぎ
ん
・
さ
る
・
飛

行
機
な
ど
に
変
身
し
て
楽
し

み
ま
し
た
。
子
ど
も
達
の
笑

顔
と
元
気
、
そ
し
て
成
長
を

感
じ
な
が
ら
運
動
会
を
終
え

ま
し
た
。
運
動
会
ま
で
の
取

組
の
中
で
経
験
し
て
き
た
こ

と
が
子
ど
も
達
の
こ
れ
か
ら

の
自
信
と
糧
と
な
る
こ
と
を

職
員
一
同
願
っ
て
い
ま
す
。

「
笑
顔
か
が
や
く
運
動
会
」
開
催

「
笑
顔
か
が
や
く
運
動
会
」
開
催

　

年
長
児
の
親
子
が
、

春
日
井
市
民
会
館
で

開
催
さ
れ
た
「
フ
ァ

ミ
リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
」

に
参
加
し
ま
し
た
。

今
回
は
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽

を
親
子
で
楽
し
む
機
会
を
提

供
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
春

日
井
市
私
立
幼
稚
園
協
議
会

が
、
名
古
屋
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ

ニ
ー
交
響
楽
団
を
お
招
き
し
、

弦
楽
器
に
よ
る
ヨ
ハ
ン
・
シ
ュ

ト
ラ
ウ
ス
Ⅱ「
ト
リ
ッ
チ
・

ト
ラ
ッ
チ
・
ポ
ル
カ
」、
管

楽
器
に
よ
る
パ
ッ
ヘ
ル
ベ
ル

「
カ
ノ
ン
」、
そ
し
て
、「
ド

レ
ミ
の
歌
」、
チ
ャ
イ
コ
フ

ス
キ
ー
／
バ
レ
エ
音
楽
「
白

鳥
の
湖
」
よ
り
「
情
景
」
な

ど
の
名
曲
が
演
奏
さ
れ
ま
し

た
。
最
後
に
子
ど
も
に
人
気

の
「
夢
の
国
メ
ド
レ
ー
」
が

披
露
さ
れ
、
と
て
も
有
意
義

な
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

親
子
で
名
フ
ィ
ル
コ
ン
サ
ー
ト
鑑
賞

親
子
で
名
フ
ィ
ル
コ
ン
サ
ー
ト
鑑
賞

「
名
古
屋
ク
リ
ー
ン
パ
ー
ト
ナ
ー
功
労
表
彰
」
受
賞

「
名
古
屋
ク
リ
ー
ン
パ
ー
ト
ナ
ー
功
労
表
彰
」
受
賞

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

                  

「
ブ
ラ
イ
ダ
ル
Ｄ
Ａ
Ｙ
」

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

                  

「
ブ
ラ
イ
ダ
ル
Ｄ
Ａ
Ｙ
」

「
校
内
エ
ス
テ
サ
ロ
ン
」
オ
ー
プ
ン

「
校
内
エ
ス
テ
サ
ロ
ン
」
オ
ー
プ
ン

稲葉保育園菊武幼稚園

名古屋ウェディング＆フラワー･ビューティ学院

▶
名
古
屋
市
か
ら
感
謝
状

▶
エ
ス
テ
サ
ロ
ン
オ
ー
プ
ン

▲親子でファミリーコンサート鑑賞 ▲笑顔かがやく運動会

▶
ブ
ラ
イ
ダ
ル
Ｄ
Ａ
Ｙ
の
舞
台
衣
装

▲マスコットと子ども警察官　
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名
古
屋
産
業
大
学
・

名
古
屋
経
営
短
期
大

学
の
合
同
大
学
祭

が
、
10
月
11
日
、
12

日
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
今
年
の
テ
ー
マ

は
「
彩
祭
（
さ
い
さ

い
）」。
そ
の
名
に
ふ

さ
わ
し
く
、
趣
向
を

凝
ら
し
た
多
彩
な
イ

ベ
ン
ト
、
バ
ラ
エ
テ
ィ

に
富
ん
だ
模
擬
店
が

学
内
に
並
び
、
多
く
の
市
民

の
方
に
も
参
加
し
て
い
た
だ

き
、
キ
ャ
ン
パ
ス
は
活
気
に

包
ま
れ
ま
し
た
。

メ
イ
ン
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
お

笑
い
ラ
イ
ブ
が
開
催
さ
れ
、

人
気
芸
人
の
「
５
Ｇ
Ａ
Ｐ
」

「
ガ
リ
ッ
ト
チ
ュ
ウ
」「
オ
レ

ン
ジ
田
中
」「
で
す
よ
。」
ら

が
会
場
を
沸
か
せ
、
若
者
や

親
子
連
れ
で
に
ぎ
わ
い
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
ダ
ン
ス
部
や

軽
音
楽
部
な
ど
の
情
熱
あ
ふ

れ
る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
も
行

わ
れ
、
会
場
を
大
い
に
盛
り

上
げ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
市
政
55
周
年

を
迎
え
る
尾
張
旭
市
の
市
民

祭
と
の
共
同
開
催
と
な
っ
て

お
り
、
合
同
企
画
の
ス
タ
ン

プ
ラ
リ
ー
や
、
小
学
生
ブ
ラ

ス
バ
ン
ド
、
伝
統
芸
能
「
棒

の
手
」、
鯱
ほ
こ
連
（
阿
波

踊
り
）
の
披
露
な
ど
の
地
域

行
事
が
イ
ベ
ン
ト
に
華
を
添

え
ま
し
た
。

　

キ
ャ
ン
パ
ス
全
体
が
笑
顔

と
活
気
に
満
ち
、
学
生
・
教

職
員
・
地
域
の
皆
さ
ま
が
一

体
と
な
っ
て
楽
し
む
２
日
間

と
な
り
ま
し
た
。
模
擬
店
や

展
示
企
画
で
は
、
学
生
た
ち

の
ア
イ
デ
ア
と
チ
ー
ム
ワ
ー

ク
が
光
り
、
訪
れ
た
方
々
か

ら
も
「
学
生
の
元
気
が
伝

わ
っ
て
き
た
」「
ま
た
来
年

も
来
た
い
」
と
い
っ
た
声
が

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

「
彩
祭
」
を
テ
ー
マ
に
大
学
祭
開
催

「
彩
祭
」
を
テ
ー
マ
に
大
学
祭
開
催

　

令
和
７
年
４
月
に
、
名
古

屋
産
業
大
学
で
は
初
と
な
る

通
信
教
育
課
程
が
開
設
さ
れ

ま
し
た
。
同
課
程
は
、
既
設

の
現
代
ビ
ジ
ネ
ス
学
科
に
設

置
し
、
経
済
学
、
経
営
学
の

知
識
を
ベ
ー
ス
に
、
社
会
の

変
化
へ
の
対
応
力
を
身
に
つ

け
、
ビ
ジ
ネ
ス
に
お
け
る
課

題
に
対
応
で
き
る
人
材
を
養

成
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。
講
義
は
す
べ
て
オ

ン
ラ
イ
ン
・
オ
ン
デ
マ
ン
ド

で
遠
隔
授
業
と
し
て
行
い
、

学
生
は
自
分
の
ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
に
合
わ
せ
て
好
き
な
時

間
に
好
き
な
場
所
で
受
講
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。ま
た
、

１
年
生
に
は
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
を

通
じ
て
個
別
指
導
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
通
信

教
育
課
程
専
用
バ
ー
チ
ャ
ル

キ
ャ
ン
パ
ス
も
開
設
さ
れ
、

学
生
は
ア
バ
タ
ー
と
し
て
入

室
し
、
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
へ
の
参

加
や
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
な

ど
の
多
様
な
グ
ル
ー
プ
ワ
ー

ク
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

４
月
の
入
学
式
は
、
本
学

会
場
と
ラ
イ
ブ
配
信
方
式
の

併
用
、
９
月
の
秋
学
期
入
学

式
は
、Microsoft Teams

を

使
っ
て
オ
ン
ラ
イ
ン
で
行
う

な
ど
、
各
種
行
事
に
も
こ
れ

ま
で
に
な
い
ス
タ
イ
ル
が
導

入
さ
れ
て
い
ま
す
。

通
信
教
育
課
程
が
ス
タ
ー
ト

通
信
教
育
課
程
が
ス
タ
ー
ト

　

令
和
３
年
４
月
に
開
設
さ

れ
た
現
代
ビ
ジ
ネ
ス
学
部
経

営
専
門
職
学
科
が
完
成
年
度

を
迎
え
、
令
和
７
年
３
月
に

初
の
卒
業
生
を
送
り
出
し
ま

し
た
。

　

経
営
専
門
職
学
科
及
び
Ｉ

Ｒ
推
進
委
員
会
が
４
年
間
の

教
育
成
果
を
検
証
す
る
た
め
、

第
１
期
生
に
「
卒
業
時
ア
ン

ケ
ー
ト
」
及
び
「
卒
業
後
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
」
を
実
施

し
た
と
こ
ろ
、
授
業
や
長
期

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
対
す

る
満
足
度
は
９
０
％
以
上
と

高
く
、
学
生
一
人
ひ
と
り
が

４
年
間
の
学
び
を
通
じ
て
確

か
な
成
長
を
実
感
し
て
い
る

こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し

た
。「
授
業
へ
の
満
足
度
」「
長

期
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
成

果
」「
大
学
４
年
間
で
の
成
長

実
感
」
な
ど
の
調
査
項
目
の

中
で
、
特
に
３
カ
月
長
期
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
や
少
人
数

制
の
学
び
、
実
務
家
教
員
に

よ
る
実
践
的
な
授
業
が
高
く

評
価
さ
れ
、
就
職
活
動
に
も

大
き
く
役
立
っ
た
と
の
声
が

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

卒
業
後
、
大
学
で
培
っ
た

力
を
活
か
し
、
介
護
事
業
所

の
経
営
者
や
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
業
の
取
締
役
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で

活
躍
し
て
い
ま
す
。

第
１
期
生
は
、
後
輩

た
ち
に
向
け
て
、「
先

生
た
ち
は
優
し
く
て

温
か
い
」「
挑
戦
す
る

環
境
が
整
っ
て
い
る
」

「
苦
手
は
克
服
で
き

る
！
先
生
方
の
心
強
い
サ

ポ
ー
ト
が
あ
る
！
」
な
ど
の

熱
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。

　

名
古
屋
産
業
大
学
は
三
菱

Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀
行
と
協
力
し
、
尾

張
旭
市
の
小
中
学
校
12
校
で

の
環
境
学
習
に
活
用
し
て
も

ら
お
う
と
、Ｃ
Ｏ
２
濃
度
測

定
器
や
モ
バ
イ
ル
バ
ッ
テ

リ
ー
な
ど
24
セ
ッ
ト
（
１
校

２
セ
ッ
ト
）
を
同
市
に
寄
贈

し
ま
し
た
。

　

尾
張
旭
市
は
、
第
二
次
環

境
基
本
計
画
に
基
づ
き
、
市

内
の
小
中
学
校
に
お
い
て
環

境
教
育
・
環
境
学
習
を
推
進

し
て
お
り
、
本
学
の
環
境
経

営
研
究
所
と
連
携
し
て
、
国

内
初
の
「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
ス

ク
ー
ル
教
育
」
の
モ
デ
ル
都

市
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
モ
デ
ル
都
市
づ
く
り

の
推
進
に
あ
た
っ
て
は
、
各

校
が
自
由
に
使
え
る
Ｃ
Ｏ
２

濃
度
測
定
器
の
確
保
が
課
題

と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
本

学
と
連
携
し
、
ゼ
ロ
カ
ー
ボ

ン
に
取
り
組
ん
で
い
る
三
菱

Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀
行
尾
張
旭
支
店
と

協
力
し
て
、
測
定
関
連
機
器

を
贈
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

贈
呈
式
が
９
月
12
日
に
尾

張
旭
市
役
所
で
行
わ
れ
、
本

学
か
ら
は
高
木
弘
恵
学
長
と

伊
藤
雅
一
環
境
経
営
研
究
所

長
が
出
席
し
、
柴
田
浩
市
長

に
目
録
を
手
渡
し
ま
し
た
。

こ
の
後
、
伊
藤
所
長
が
測
定

器
を
使
っ
て
植
物
の
光
合
成

実
験
を
披
露
し
た
ほ
か
、
室

内
の
換
気
対
策
の
サ
ポ
ー
ト

に
も
活
用
で
き
る
な
ど
の
機

能
を
説
明
し
ま
し
た
。

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
ス
ク
ー
ル
の
実
現
に
向
け
て

　
　
　
　
　
　
　

Ｃ
Ｏ
２
濃
度
測
定
関
連
機
器
贈
る

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
ス
ク
ー
ル
の
実
現
に
向
け
て

　
　
　
　
　
　
　

Ｃ
Ｏ
２
濃
度
測
定
関
連
機
器
贈
る

名古屋ټҴऻ学 ⌎名古屋Ԛ˚७Ьऻ学
経
営
専
門
職
学
科
初
の
卒
業
生
の
９
０
％
が
「
満
足
」

経
営
専
門
職
学
科
初
の
卒
業
生
の
９
０
％
が
「
満
足
」

▲阿波踊りを披露する鯱ほこ連

▲華やかにステージを彩る学生

▲バーチャルキャンパス▲柴田市長に目録を贈呈

◀
授
業
へ
の
満
足
度
９
０
％
以
上




